
東日本大震災 被災寺院現状報告 

 

寺院：宮城県第１２教区第３３８番谷院 

住所：宮城県石巻市長面三本倉５３ 

 

寺院の被害 

・ 津波により、本堂、庫裡が全壊、位牌堂が半壊した。 

・ 境内の土木構造物にも被害が生じている。 

寺院の現状 

・ 借家に居住している。 

・ 檀信徒の離散、後継者の問題を心配している。 

・ 位牌堂を仮本堂として使用している。 

檀信徒の現状 

・ 全ての檀信徒が被災している。 

・ 津波により家屋が流出した事や、地域が災害危険区域内であることから避

難を強いられている檀信徒がいるが、居住先はほぼ把握している。 

・ 複数の離檀がある。 

地域の現状 ― 

復興の状況 

・ 移転事業の対象に該当しているが、移転に際して行政からの支援は望めな

い。 

・ 復旧の目途は立っておらず自力での復旧は難しいと考えており、檀信徒か

らの寄付は望めない。 

（Ｈ２５.８.１現在） 

     

（撮影Ｈ２５.１１.４） 


